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新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長 畔上卓昭 松田祐子 松村所長

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

松田祐子

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
手塚大介
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診
田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 宮崎

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い

保
健

医
療

福
祉

ビ
ル

２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
面→

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反

対

し

、
誰

も

が

安

心
の

医

療
・
介
護
を
、
困
難
を
か
か

え
た
人
び
と
に
寄
り
添
う
友

の
会
活
動
を
す
す
め
よ
う
、

班
づ
く
り
を
す
す
め
、
１
５

０
０
名
の
友
の
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
…
の
三
つ
の
活
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
、

６
月

21
日
江
戸
川
健
康
友
の

会
の
第
６
回
定
期
総
会
が
ひ

ら
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
行
な
わ

れ
た
記
念
講
演
は
、
明
海
大

学
准
教
授
の
宮
崎
礼
二
氏
が

「
安
倍
政
権
の
社
会
保
障
の
削

減
と
軍
事
大

国
化
」
と
題

し
て
お
話
し

さ

れ

ま

し

た
。安

倍
政
権

が
、
す
す
め

る
軍
事
大
国

化

は

、

当

然
、
軍
事
費

の
増
大
と
社

会
保
障
費
の

切
り
下
げ
を

伴
い
ま
す
。

５
月
に
強

行
採
決
し
た

医
療
制
度
改

革
関
連
法
を
医
療
・
介
護
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
給
付
制
度

と
国
民
へ
の
負
担
増
を
求
め

て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
総
会
に
は
「
年

金
だ
け
で
は
食
べ
て
い
け
な

い
」
「
入
院
ベ
ッ
ド
の
削
減
と

日
数
の
短
縮
で
病
院
か
ら
追

い
出
さ
れ
る
」「
特
養
に
入
れ

な
い
」
「
憲
法
の
解
釈
を
変
え

て
戦
争
す
る
国
づ
く
り
は
許

せ
な
い
」
な
ど
の
思
い
を
反

映
し
て
１
０
０
人
近
い
会
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

総

会

で

は
ス

ラ

イ

ド

を

使
っ
て
の
活
動
報
告
と
２
０

１
５
年
度
の
活
動
方
針
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
の
重
点
活

動
と
し
て
①
憲
法
９
条
を
守

り
、
安
保
法
制
阻
止
、
戦
争

す
る
国
づ
く
り
に
反
対
す
る

②
医
療
・
介
護
制
度
な
ど
社

会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
活

動
を
広
げ
る
③
困
難
を
か
か

え
た
人
び
と
へ
の
助
け
合
い

活
動
に
と
り
く
む
④
健
診
や

健
康
づ
く
り
の
活
動
を
広
げ

る
⑤
班
づ
く
り
を
す
す
め
、

１
５
０
０
名
の
友
の
会
に
す

る
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
会
計
報
告
と
予
算

案
、
八
巻
会
長
は
じ
め
、
40

名
の
役
員
提
案
が
行
わ
れ
、

総
会
議
案
は
大
き
な
拍
手
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
来
賓
と
し
て
医

療
法
人
南
葛
勤
医
協
、
江
戸

川

社

保

協
、

江

戸

川

区
労

連
、
江
戸
川
原
水
協
、
国
民

救
援
会
、
江
戸
川
年
金
者
組

合
、
江
戸
川
生
活
と
健
康
を

守
る
会
、
日
本
共
産
党
江
戸

川
議
員
団
な
ど
、
各
団
体
か

ら
代
表
が
出
席
さ
れ
、
祝
辞

と
激
励
の
言
葉
を
の
べ
ら
れ

ま
し
た
。
親
江
会
（
江
戸
川

被
爆
者
の
会
）
か
ら
は
メ
ッ

セ

ー

ジ

を
い

た

だ

き

ま
し

た
。
議
事
終
了
後
は
、
出
席

者

に

よ

る
懇

親

会

が

開
か

れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

この国を戦争する国にさせない
誰もが安心の医療・介護制度を

健
康
友
の
会
・第
６
回
総
会
ひ
ら
く

宮崎礼二准教授の話を熱心に聞く大勢の参加者（葛西みなみ診療所５Ｆ）

「
友
の
会
だ
よ
り
」
８
月
号
は
お
休
み
し
ま
す
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

認知症患者さんの家族や周囲の人の対応の

仕方について

認知症の人がいると私はまずご家族の負担を

軽くするにはどうしたらよいかを第一に考えて

しまいます。喝！それではヤブ医者デス、認知

症の人はわからないことの連続で不安になり焦

りや恐怖を感じているのデス、もの盗られ盲想

や徘徊や帰宅願望などの問題行動にも本人なり

の理由があるのデス、その人が築いている世界

を理解することが大切なのデス。

認知症の９大原則があります。１：認知症は

ごく最近の記憶から失われていく ２：認知症

の症状は身近な人に対して強く出る ３：自分

にとって不利なことは認めない傾向にある

４：症状が進行してもしっかりした部分は残っ

ている ５：出来事は忘れても感情は残る

６：１つのことにこだわりが強くなる ７：強

い反応をすると相手からも強い反応が返ってく

る ８：相手の立場に立てばたいていのことは

理解できる ９：認知症の人の老化のスピード

は速い。

これらのことをふまえ、否定せず受けとめ叱

らずにゆっくり一つ一つ話すようにします。お

いヤブ医者、言うだけだったら誰にもできるだ

ろ！ 確かにこれらのことを理解はしていても

「どうしてこんなことができないんだ」とご家族

が苛立ちを覚えるのは当然です。

そこでご家族は抱えこみすぎることなく可能

な限り介護保険を利用してケアを地域にゆだね

るようにしましょう。そし

てどうしても自宅で対応で

きなくなったときは特別養

護老人ホームなどの施設入

所も一つの方法となりま

す。

編
集
後
記

最
近
、
家
の
周
り
で
鶯
の
鳴
き
声
が
聞

こ
え
ま
す
。
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
！
ま
る
で

空
気
の
澄
ん
だ
山
の
中
に
い
る
よ
う
な

爽
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
▼
沖
縄

旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。
海
が
き
れ
い
、

サ
ン
ゴ
礁
の
欠
片
で
で
き
た
浜
辺
を
初

め
て
見
ま
し
た
。
幹
に
根
が
生
え
て
い

る
不
思
議
な
木
、
豊
か
な
緑
、
離
島
に

か
か
る
長
い
橋
、
初
め
て
見
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
風
景
に
感
激
し
ま
し
た
。
沖

縄
の
海
は
美
ら
海
水
族
館
で
見
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
自
然
を
守
り
た
い
と
思

う
気
持
ち
も
強
く
な
り
ま
し
た
▼
沖
縄

本
島
の

18
・
４
％
を
米
軍
専
用
施
設

が
占
め
て
い
ま
す
。
何
気
な
く
あ
る
フ
ェ

ン
ス
、
そ
の
向
こ
う
が
基
地
、
戦
争
を

体
験
し
た
沖
縄
の
人
び
と
が
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
戦
地
に
向
か
う
米
軍
機
を

見
る
の
か
▼
暑
い
中
、
戦
跡
の
説
明
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
ガ
イ
ド
の
方
々
、
そ

の
話
の
中
で
戦
場
だ
っ
た
沖
縄
と
人
々

の
気
持
ち
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
に
ふ
ぇ
ー
で
ー
び
た
ん

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）（
森
岡
）

役立つ健康メモ 31

Dr倫朗の 認知症シリーズ②

新小岩診療所所長 田村倫朗

無
差
別
平
等
の
医
療
と
福
祉

の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
る
全
日

本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
（
民

医
連
）
の
「
共
同
組
織
」
と
し

て
、
江
戸
川
健
康
友
の
会
第
６

回
定
期
総
会
は
、
要
旨
次
の
よ

う
な
２
０
１
５
年
度
の
活
動
方

針
を
決
め
ま
し
た
。

①
国
庫
負
担
を
増
や
し
て
、
高

す
ぎ
る
国
保
料
・
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
、
75
才
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
を
無
料

に
、
年
金
の
切
り
下
げ
反
対

な
ど
の
要
求
を
か
か
げ
て
「
自

立
・
自
助
」
な
ど
の
助
け
合

い
を
押
し
つ
け
る
社
会
保
障

の
変
質
と
解
体
、
徹
底
し
た

公
費
の
削
減
に
反
対
す
る
活

動
に
と
り
く
み
、
誰
も
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
医
療
・

介
護
な
ど
、
社
会
保
障
の
充

実
を
求
め
る
活
動
に
と
り
く

み
ま
す
。

②
健
康
的
な
毎
日
を
送
る
に

は
、
自
分
の
身
体
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
切
。
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
、
無
料
で
受
診
で
き
る
国

保
・
長
寿
健
診
な
ど
自
治
体

健

診
運
動
に
と

り
く
み
ま

す
。
「
新
小
岩
・
一
之
江
・

葛
西
み
な
み
」
な
ど
、
民
医

連
加
盟
の
医
療
機
関
と
連
携

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

な
ど
の
婦
人
科
健
診
に
も
と

り
く
み
、
健
康
づ
く
り
活
動

を
す
す
め
ま
す
。

③
江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く
す

会
、
公
害
患
者
会
と
共
に
き

れ
い
な
空
気
と
み
ど
り
を
ふ

や
し
、
公
害
を
な
く
す
活
動

に
と
り
く
み
ま
す
。
車
社
会

か
ら
の
転
換
を
め
ざ
し
、
自

動
車
排
ガ
ス
の
規
制
、
沿
道

緑
化
、
自
転
車
レ
ー
ン
の
充

実
な
ど
交
通
安
全
整
備
を
求

め
る
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

④
独
居
な
ど
ひ
と
り
暮
ら
し
や

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
助
け
合
い
・
支

え
合
い
の
活
動
に
と
り
く
み

ま
す
。
介
護
保
険
で
は
で
き

な
い
家
事
、
清
掃
、
外
出
な

ど
、
く
ら
し
応
援
の
活
動
に

も
と
り
く
み
ま
す
。

⑤
区
内
人
口
約
68
万
人
、
65
才

以
上
の
高
齢
化
率
約

21
％
で

す
。
高
齢
者
が
地
域
で
気
軽

に
交
流
し
集
う
身
近
な
〝
居

場
所
〞
づ
く
り
と
し
て
、
食

事

会
を
継
続
し
て

開
き
ま

す
。

⑥
憲
法
９
条
を
守
る
こ
と
は
、

い
の
ち
を
守
る
と
い
う
立
場

で
、
社
会
保
障
と
い
の
ち
を

奪
う
「
戦
争
法
案
」
に
反
対

し
、
人
権
と
平
和
を
守
る
た

め
に
活
動
し
ま
す
。

⑦
江
戸
川
健
康
友
の
会
を
大
き

く
す
る
た
め
に
、
会
員
を
増

や
し
て
支
部
や
班
づ
く
り
に

と
り
く
み
ま
す
。
空
白
地
域

や

点
在
会
員
を
班

に
ま
と

め
、
楽
し
み
と
生
き
が
い
を

つ
く
れ
る
多
様
な
サ
ー
ク
ル

活
動
を
発
展
さ
せ
る
活
動
を

す
す
め
ま
す
。

役職名 氏 名 地 域

会 長 八 巻 登 北 篠 崎

副 会 長
石 井 う た
猪 瀬 悠 紀 子
渡 辺 利 子

西 葛 西
中 央
東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼
丸 山 愛 三
戸 賀 瀬 等
日 影 館 一
高 取 伸 吉

西 山 千 尋
藤 巻 良

西 葛 西
松 島
職 員
職 員
職 員

職 員
職 員

幹 事

青 柳 恵 美 子
有 馬 三 郎

石 井 勝 治
今 関 カ ネ 子
飯 島 新 二
伊 藤 信 子
遠 藤 哲

久 高 美 枝 子
太 田 美 音
小 林 功
櫻 井 和 代
佐 藤 ケ イ 子
嶋 村 伸 子

鈴 木 正 美
武 居 一 夫
千 葉 邦 彦
寺 澤 カ ツ
遠 田 雄 一

中 楯 光 子
永 岡 嘉 陽 子
福 本 悦 子
則 近 恵 津 子
穂 坂 喜 久 子
森 岡 糸 子

森 野 操
吉 川 文 男
和 田 多 美 子
渡 部 周 次 郎

松 島
北 葛 西

西一之江
清 新 町
西 葛 西
東 葛 西
南 葛 西

南 葛 西
清 新 町
江 戸 川
江 戸 川
東 葛 西
東 葛 西

西 葛 西
中 葛 西
南 葛 西
南 葛 西
中 葛 西

北 葛 西
松 島
中 葛 西
松 島
西 葛 西
臨 海 町

西 瑞 江
江 東区 北 砂

南 葛 西
一 之 江

会 計 監 査
表 優 子
中 村 栄 子

職 員
鹿 骨

江戸川健康友の会 ２０１5年度役員
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江

戸
川

長

沢

常

良

上

げ

潮

の

匂
ふ

運

河

や

梅

雨

に

入

る

梅

雨

の

雷

け
ら

ば

の

瓦

落

し

け

り

怒

ら

ね

ば

疲
れ

に

負

け

る

田

草

取

西

一

之
江

永

井

嶽

曇

天

に

紫

陽
花

愚

痴

を

受

け

流

す

知

ら

ぬ

街

行
く

気

安

さ

や

夏

帽

子

青

葉

道

世

事
を

忘

れ

て

散

策

す

三

郷

市

石

塚

ふ

さ

子

紅

つ

つ

じ

白
き

小

蝶

の

乱

れ

舞

内

孫

の

ピ

カ
ピ

カ

の

靴

社

会

人

ひ

い

孫

や

一
人

で

ご

は

ん

ほ

っ

べ

に
弁

当

東

葛

西

細

川

ひ

ろ

し

戦

争

法

ビ

ラ

が

飛
び

交

う

青

嵐

梅

雨

晴

れ

間

雨

傘
ひ

ろ

げ

お

茶

す

す

る

蚊

帳

で

寝

た

家

族
の

顔

や

鮮

明

に

▼
川
柳

清

新
町

石

川

優

三

権

の

長

は

一

人
と

言

わ

ぬ

だ

け

撃

た
れ
そ

う
な
ら
ば

背
を
向

け
逃
げ

ろ
と
な

過

疎

過

密

な

ら

せ
ば

日

本

住

み

良

か

ろ

南

葛

西

小

宮

山

艦

二

サ

ッ

カ

ー

は

蹴

る
も

の

賄

賂

な

ぜ

蹴

ら

ぬ

一

本

の

鉛

筆

持

ち
ま

す

？

総

理

殿

男

性

が

日

差

し

強
い

と

赤

い

傘

「
東
京
大
学
の
歴
史
を
訪
ね

る
会
」
に
参
加
し
て

中
央

二
瓶

誠
一

新
協
建
設
主
催
の
「
東
京
大
学
を
訪
ね

る
会
」
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
参

加
し
た
。
集
合
場
所
は
赤
門
前
で
、
地
下

鉄
の
「
本
郷
三
丁
目
駅
」
か
ら
徒
歩
で

４
・
５
分
の
場
所
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
１
０
０
名
を
超
え
る

大
盛
況
で
あ
っ
た
。
今
回
か
ら
参
加
者
へ

の
解
説
は
全
員
に
良
く
聞
こ
え
る
よ
う
に

と
一
人
ず
つ
に
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
が
用
意

さ
れ
、
よ
り
親
切
な
「
訪
ね
る
会
」
に

な
っ
た
。
こ
の
解
説
が
楽
し
み
で
参
加
す

る
人
も
多
い
。

東
大
で
有
名
な
門
と
言
え
ば
赤
門
で
あ

る
が
、
こ
の
門
は
11
代
将
軍
の
家
斉
の
溶

姫
を
迎
え
る
際
に
建
て
ら
れ
た
と
あ
り

（
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
加
賀
藩
江
戸
屋
敷

跡
）
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
大
き
な
樹
木
に

囲
ま
れ
て
、
強
い
陽
ざ
し
の
中
だ
っ
た

が
、
木
陰
も
多
く
あ
り
散
策
に
は
最
適
で

あ
る
。
赤
門
を
直
進
し
た
と
こ
ろ
に
医
学

部
二
号
館
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
西
洋
医
学

の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
建
物
が
優
雅
な

と
こ
ろ
か
ら
西
洋
の
貴
婦
人
と
言
わ
れ
て

い
る
。

東
大
の
正
門
は
赤
門
か
ら
２
０
０
メ
ー

ト
ル
位
の
位
置
に
あ
る
。
知
名
度
の
点
で

赤
門
が
正
門
と
思
わ
れ
る
よ
う
だ
が
、
こ

の
門
こ
そ
が
東
大
の
正
門
と
の
解
説
が

あ
っ
た
。
正
門
か
ら
安
田
講
堂
ま
で
真
っ

す
ぐ
に
延
び
た
銀
杏
並
木
の
道
は
、
学
徒

出
陣
の
学
生
た
ち
が
行
進
し
た
み
ち
で
あ

る
。
安
倍
政
権
が
企
て
る
戦
争
法
案
の
廃

棄
と
九
条
を
守
る
ぞ
と
の
強
い
思
い
が
湧

く
。東

大
を
象
徴
す
る
安
田
講
堂
は
、
一
時

荒
れ
果
て
、
し
ば
ら
く
は
閉
鎖
さ
れ
て
い

た
が
、
修
繕
さ
れ
た
。
し
か
し
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
一
部
被
害
を
受
け
た
と
の

こ
と
。
安
田
講
堂
の
横
の
坂
道
を
下
る
と

三
四
郎
池
が
あ
る
。
都
心
の
中
と
い
う
の

に
不
思
議
な
く
ら
い
静
か
で
あ
る
。
こ
の

池
の
名
称
は
「
育
徳
遠
心
字
池
」
な
の
だ

そ
う
だ
が
、
夏
目
漱
石
の
小
説
「
三
四

郎
」
以
来
、
三
四
郎
池
の
名
で
親
し
ま
れ

て
い
る
。
緑
に
囲
ま
れ
た
池
か
ら
の
風
は

涼
し
く
心
地
良
か
っ
た
。

広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
所
は
沢
山
あ

る
が
、
見
学
の
最
終
は
、
弥
生
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
る
農
学
部
で
あ
る
。
こ
の
正
門
横

に
、
今
年
３
月
８
日
に
作
ら
れ
た
「
忠
犬

ハ
チ
公
と
上
野
栄
三
郎
博
士
」
の
銅
像
が

あ
る
。
渋
谷
駅
の
ハ
チ
公
像
と
と
も
に
、

「
博
士
と
ハ
チ
公
」
の
像
に
も
一
度
会
い

に
行
か
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

初
め
て
東
京
大
学
に
入
り
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
「
歴
史
を
訪
ね
る
会
」
で
あ
っ

た
。

▼
短
歌

西

瑞

江

豊

田

育

子

日

本

軍

の

ト
ー

チ

カ

は

今

モ

ン

ゴ

ル
に

遊

牧

民

の

倉

庫

と

化
せ

り

か

ら

か

ら

と
占

ひ

の

灯

籠

ま

は

し

み
る

ラ

マ

教

梵

字

の

い

ろ
鮮

け

き

回

収

せ

し

銃
器

で

作

る

「

母

」

像

は
モ

ザ

ン

ビ

ー

ク

の

平

和
の

願

い
西

葛

西

穂

坂

喜

久

子

デ

パ

ー

ト

の
階

段

半

分

滑

り

台

緊

急
避

難

弱

者

助

け

六

義

園

桜

の
名

所

亀

の

園

汚

水

・

ヤ
ブ

蚊

脳

炎

来

た

り

て

東
葛

西

新

真

『

ひ

ろ

し

ま
』

と

『

日

本

の

い

ち

ば
ん

長

い

日

』

を

Ｄ

Ｖ
Ｄ

で

観

る

私

闇

夜

が

長
い

里

芋

と

ジ

ャ
ガ

芋

・

サ

ツ

マ

芋

の

奥
に

お

米

は

あ

り

し

俵
の

下

ぞ<

回

想>

６
月
６
日
東
部
・
東
葛
グ
ル
ー

プ
の
医
師
・
看
護
師
・
介
護
師
・

職
員
・
友
の
会
会
員
な
ど
全
体

で
１
８
２
名
が
参
加
し
て
宣
伝
・

署
名
活
動
を
し
ま
し
た
。

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
参
道
に

ず
ら
っ
と
白
衣
で
並
び
、
署
名

を
お
願
い
し
て
い
る
姿
を
み
て
、

子
供
づ
れ
、
若
者
、
高
齢
者
な

ど
が
署
名
し
て
く
れ
４
８
３
筆

も
集
ま
り
ま
し
た
。
外
国
か
ら

来
た
観
光
客
が
め
ず
ら
し
そ
う

に
な
が
め
写
真
を
撮
っ
て
い
ま

し
た
。

宣
伝
カ
ー
の
上
で
は
若
い
職

員
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
現
場
の
実
情

や
思
い
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

安
心
安
全
の
医
療
を
心
が
け
て

い
る
が
人
手
不
足
で
ナ
ー
ス
コ
ー

ル
が
な
っ
て
も
す
ぐ
か
け
つ
け

ら
れ
な
い
、
い
つ
事
故
が
起
き

る
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
、
介
護

の
現
場
で
は
認
知
症
の
方
が
ふ

え
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
に
手
が
か

か
り
、
身
も
心
も
く
た
く
た
な

ど
大
変
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

芝
診
療
所
の
田
辺
看
護
師
は

治
療
費
や
費
用
が
高
く
て
入
院

を
あ
き
ら
め
た
患
者
さ
ん
が
い

た
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
入
院

で
き
る
制
度
に
し
て
ほ
し
い
、

看
護
師
も
今
の
ま
ま
で
は
結
婚
・

出
産
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が

難
し
い
、
生
き
が
い
を
も
っ
て

働
き
、
ゆ
と
り
あ
る
看
護
が
で

き
る
よ
う
な
職
場
に
し
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
（
猪
瀬
）

ゆ
と
り
あ
る
職
場
に

医
師
・
看
護
師
・
介
護
師
ふ
や
せ

雷
門
前
宣
伝
行
動

エッセイ

署
名
活
動
を
す
る
友
の
会
会
員

な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
「
戦
争
法
案
」

を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
安
倍
政
権
。

絶
対
に
こ
れ
を
阻
止
し
た
い
と
い
う
気

持
で
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

開
催
場
所
の
「
東
京
臨
海
広
域
防
災

公
園
」
ま
で
、
友
の
会
が
し
た
て
た
大

型
バ
ス
を
利
用
し
、
47
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
真
夏
の
よ
う
な
炎
天
下
、
で

も
、
開
会
時
に
は
び
っ
し
り
の
１
万
６

千
人
。

先
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
小
田
川

全
労
連
議
長
が
「
戦
争
法
案
廃
案
の
た

た
か
い
に
総
力
を
あ
げ
よ
う
、
国
民
的

大
運
動
で
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込

も
う
」
と
挨
拶
。

情
勢
報
告
で
は
、
共
産
党
の
志
位
委

員
長
が
戦
争
法
案
の
三
つ
の
大
問
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
と
具
体
例
を

あ
げ
て
報
告
。

続
い
て
、
各
分
野
で
戦
っ
て
い
る
11

名
の
方
々
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
共
同
の

輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
頼
も
し
く

思
い
ま
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
文
採
択
の
後
、
２
コ
ー
ス

で
パ
レ
ー
ド
。
私
た
ち
は
豊
洲
コ
ー
ス

で
３
キ
ロ
の
道
の
り
。
高
齢
の
参
加
者

も
含
め
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な

が
ら
歩
き
と
お
し
ま
し
た
。

（
太
田
）

「
な
く
せ
公
害
・
守
ろ
う
地
球
環

境
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
「
第

40

回
全
国
公
害
被
害
者
総
行
動
」

が
６
月
３
〜
４
日
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
公
害
被
害
者
や

家
族
が
参
加
し
、
省
庁
交
渉
や
デ

モ
行
進
、
決
起
集
会
な
ど
多
彩
な

行
動
で
す
べ
て
の
公
害
被
害
者
の

救
済
と
公
害
の
根
絶
を
訴
え
ま
し

た
。４

日
に
行
な
わ
れ
た
日
比
谷
公

会
堂
で
の
決
起
集
会
で
は
千
人
以

上
が
参
加
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

や
大
気
汚
染
、
水
俣
病
、
薬
害
訴

訟
な
ど
に
と
り
く
む
各
団
体
の
代

表
が
裁
判
現
状
報
告
と
支
援
を
訴

え
ま
し
た
。

こ
の
決
起
集
会
に
は
、
江
東
、

港
な
ど
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間
と

共
に
江
戸
川
健
康
友
の
会
か
ら
も

参
加
し
ま
し
た
。

（
黒
木
）

な
く
せ
公
害
、

守
ろ
う
地
球
環
境

公
害
被
害
者
の
救
済
を

ＳＴＯＰ安倍政権 ６・13大集会

「戦争法案」阻止の声大きく

絶対阻止したいとプレートをかかげて
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時
●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

うたごえ喫茶

楽しく体を動かそう！

●第２・４土曜日

●10時30分～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費：200円

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９時30分集合出発
●コースは、参加者の

希望で決めています。

雨天中止。直接集合

場所へ。

楽しく元気になれる

あなたの居場所

●毎週 月曜日

（祝祭日は休み）

●食事代コーヒー付

６００円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●８月はお休みです

楽しく歌いましょう

●７月１７日（金）

13時～16時
●会費：900円

●「居酒屋こうし」

●申込先：

新小岩診療所

℡.03-3651-2944

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングア ミティエ
コ カ リ ナ
サ ー ク ル

木の音色を

奏でませんか

●第１・３木曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

●入会、見学いつでも

どうぞ。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参加

をお待ちしてお

ります。

「
ふ
る
里
」
と
い
う
言
葉
に

は
特
別
な
思
い
が
あ
る
。
学
生

時
代
、
夏
休
み
や
冬
休
み
の
前

に
な
る
と
、
帰
省
す
る
友
だ
ち

は
嬉
嬉
と
し
て
そ
の
話
題
を
口

に
す
る
。
帰
る
と
こ
ろ
が
あ
る

友
が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
感

じ
た
も
の
だ
。

私
が
生
ま
れ
た
の
は
江
戸
川

区
小
岩
。
物
心
が
つ
い
た
当

時
、
ま
だ
敗
戦
の
跡
が
あ
ち
こ

ち
に
見
ら
れ
た
。
近
く
の
千
葉

街
道
に
は
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
音
を

響
か
せ
戦
車
が
走
っ
て
い
た

し
、
江
戸
川
の
河
原
に
は
家
を

焼
か
れ
た
家
族
が
住
む
バ
ラ
ッ

ク
が
連
な
っ
て
い
た
。
ま
た
軍

需
工
場
の
建
物
を
改
造
し
、
何

家
族
か
が
そ
こ
で
生
活
し
て
お

り
、
一
画
に
は
ア
メ
リ
カ
兵
も

住
ん
で
い
た
。

一
方
、
の
ど
か
な
一
面
も
。

駅
前
か
ら
三
方
に
の
び
る
商
店

街
で
は
日
を
ず
ら
し
て
縁
日
が

立
っ
た
。
今
で
は
見
ら
れ
な
い

が
、
一
筆
で
蛇
を
描
き
上
げ
る

人
や
、
占
い
師
な
ど
が
並
ん
で

い
た
。
日
中
の
商
店
街
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
量
り
売
り
で
、
お

菓
子
屋
は
四
角
の
箱
を
い
く
つ

も
並
べ
、
ふ
た
に
は
百
匁
何
円

と
張
り
紙
が
あ
っ
た
。
街
に
は

三
軒
の
映
画
館
が
あ
り
、
お
風

呂
屋
の
脱
衣
所
に
は
映
画
の
ポ

ス
タ
ー
が
に
ぎ
や
か
に
張
り
出

さ
れ
て
い
た
。
お
風
呂
屋
と
親

し
く
し
て
い
た
わ
が
家
で
は

「
ビ
ラ
下
」
と
い
う
入
場
券
を

も
ら
い
、
母
と
観
に
行
っ
た
。

ひ
ば
り
・
チ
エ
ミ
・
い
ず
み
の

三
人
娘
シ
リ
ー
ズ
や
橋
蔵
、
錦

之
介
等
の
時
代
劇
を
思
い
出

す
。１

９
７
０
年
前
後
、
総
武
線

は
高
架

線
に
な

っ
た

。
今
、

ホ
ー
ム
に
立
つ
と
三
つ
の
商
店

街
を
見
下
ろ
せ
る
。
今
で
も
こ

の
風
景
が
私
の
ふ
る
里
で
あ

り
、
癒
し
で
も
あ
る
。

今
も
懐
か
し
い
三
つ
の
商
店
街

さわやか喫茶着物リメイクの会

江戸川区小岩

東葛西 細井弓子

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料･お昼持参。

カラオケお楽しみ会小物作りサークル

季節に合わせた小物

を作りましょう

●毎月 第２月曜日

14時～16時

今月は７月13日
●参加費：700円

●新小岩診療所

３階会議室

手芸サークル

●毎月第1・2・3

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが、

作品づくりの実費

をいただきます。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス

第２(土)14～16時
●小物作り

月/火/水 10～15時
●男の時間

第1・3(水)11～15時
●場所:一之江内科４階

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
６
月

23
日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程
で

「
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー
」
を

25
名

の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

戦
後

70
年
、
沖
縄
で
考
え

る
戦
争
と
平
和
、
基
地
問
題
、

そ
し
て
、
沖
縄
の
自
然
と
伝
統

文
化
、
首
里
城
な
ど
の
世
界
遺

産
を
た
っ
ぷ
り
満
喫
の

旅
と
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
旅
行
の
初
日
、

６
月
23
日
は
一
般
住
民

を
巻
き
込
み

20
万
人
余

の
尊
い
命
や
文
化
遺
産

を
奪
っ
た
沖
縄
戦
か
ら

70
年
の
節
目
の
慰
霊
の
日
に
当

り
ま
す
。

さ
っ
そ
く
辺
野
古
へ
移
動
。

埋
め
立
て
が
計
画
さ
れ
て
い
る

大
浦
湾
を
一
望
し
、
米
軍
キ
ャ

ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
入
口
前
で
坐
り

込
み
と
抗
議
活
動
を
続
け
て
い

る
人
々
を
激
励
。
募
金
と
ジ
ュ

ゴ
ン
の
寄
せ
書
き
の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。
折
り

よ
く
稲
嶺
市
長
が
激
励
に
訪

れ
、
友
の
会
一
行
と
坐
り
込
み

行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
本
部
半
島
西
端
に

あ
る
海
洋
公
園
・
美
ら
海
水
族

館
を
は
じ
め
、
広
大
な
敷
地
内

で
沖
縄
の
自
然
を
体
験
。
そ
し

て
避
難
住
民
が
「
集
団
自
決
」

し
た
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
で
、
住
民

が
米
軍
に
投
降
す
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
息
づ
ま
る
瞬
間
を

ガ
イ
ド
の
会
沢
芽
美
さ
ん
に
聞

き
ま
し
た
。

３
日
目
は
本
島
南
部
の
平
和

記
念
公
園
と
資
料
館
ひ
め
ゆ
り

の
塔
を
見
学
。
太
平
洋
戦
争
の

末
期
、
米
軍
の
上
陸
に
よ
り
地

上
戦
が
行
な
わ
れ
多
数
の
人
命

が
奪
わ
れ
た
沖
縄
戦
。
「
平
和

を
尊
ぶ
心
」
を
世
界
へ
発
信
す

る
施
設
を
見
て
、
沖
縄
戦
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。４

日
目
は
世
界
遺
産
で
鮮
や

か
な
朱
色
に
彩
ら
れ
た
琉
球
王

国
の
舞
台
、
首
里
城
を
見
学
。

琉
球
時
代
の
文
化
が
現
代
に
よ

み
が
え
る
よ
う
な
実
感
を
受
け

ま
し
た
。

青
い
空
、
青
い
海
、
美
し
い

緑
。
い
ま
の
沖
縄
を
見
る
と
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
戦
争
が
あ
っ
た

の
か
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し

た
。
親
子
や
兄
弟
、
近
い
人
た

ち
が
ひ
と
か
た
ま
り
に
な
っ
て

命
を
絶
っ
た
集
団
自
決
「
あ

り
っ
た
け
の
地
獄
を
集
め
た
」

と
表
現
さ
れ
た
沖
縄
戦
、
不
発

弾
の
処
理
に
あ
と

70
年
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
民
意
を
無
視

し
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設

と
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

友
の
会
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー

は
、
県
民
の
た
た
か
い
に
励
ま

さ
れ
、
平
和
の
大
切
さ
を
深
く

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
黒
木
）

カラオケ好きな方、

一緒に歌いましょう！

●毎月 第４ 水 曜日 12時～

●会場 葛西 駅 前「 歌 の広 場 」

●参加 費 100 0円

（ 昼 食付 ・ド リ ンク 飲み 放題 ）

カラ オ ケ サー ク ル

真
っ
青
な
海
や
空
に

平
和
を
想
う

ひめゆり資料館で沖縄戦の話を聞く

↑キャンプシュワブ前で坐り込み抗議活動

をしている方々を激励。石井うた副会長が

挨拶。激励のタペストリーを渡す

2015年・原水禁長崎大会
友の会代表派遣・募金のお願い

今年の長崎大会は８月７～９日までひらかれ

ます。友の会から「伊藤庄一さん」が参加しま

す。友の会では会員のみなさんに募金のお願い

をしています。直接事務局までご連絡下さい。

稲嶺名護市長（前列右）

といっしょに→
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江

戸
川

長

沢

常

良

上

げ

潮

の

匂
ふ

運

河

や

梅

雨

に

入

る

梅

雨

の

雷

け
ら

ば

の

瓦

落

し

け

り

怒

ら

ね

ば

疲
れ

に

負

け

る

田

草

取

西

一

之
江

永

井

嶽

曇

天

に

紫

陽
花

愚

痴

を

受

け

流

す

知

ら

ぬ

街

行
く

気

安

さ

や

夏

帽

子

青

葉

道

世

事
を

忘

れ

て

散

策

す

三

郷

市

石

塚

ふ

さ

子

紅

つ

つ

じ

白
き

小

蝶

の

乱

れ

舞

内

孫

の

ピ

カ
ピ

カ

の

靴

社

会

人

ひ

い

孫

や

一
人

で

ご

は

ん

ほ

っ

べ

に
弁

当

東

葛

西

細

川

ひ

ろ

し

戦

争

法

ビ

ラ

が

飛
び

交

う

青

嵐

梅

雨

晴

れ

間

雨

傘
ひ

ろ

げ

お

茶

す

す

る

蚊

帳

で

寝

た

家

族
の

顔

や

鮮

明

に

▼
川
柳

清

新
町

石

川

優

三

権

の

長

は

一

人
と

言

わ

ぬ

だ

け

撃

た
れ
そ

う
な
ら
ば

背
を
向

け
逃
げ

ろ
と
な

過

疎

過

密

な

ら

せ
ば

日

本

住

み

良

か

ろ

南

葛

西

小

宮

山

艦

二

サ

ッ

カ

ー

は

蹴

る
も

の

賄

賂

な

ぜ

蹴

ら

ぬ

一

本

の

鉛

筆

持

ち
ま

す

？

総

理

殿

男

性

が

日

差

し

強
い

と

赤

い

傘

「
東
京
大
学
の
歴
史
を
訪
ね

る
会
」
に
参
加
し
て

中
央

二
瓶

誠
一

新
協
建
設
主
催
の
「
東
京
大
学
を
訪
ね

る
会
」
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
参

加
し
た
。
集
合
場
所
は
赤
門
前
で
、
地
下

鉄
の
「
本
郷
三
丁
目
駅
」
か
ら
徒
歩
で

４
・
５
分
の
場
所
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
１
０
０
名
を
超
え
る

大
盛
況
で
あ
っ
た
。
今
回
か
ら
参
加
者
へ

の
解
説
は
全
員
に
良
く
聞
こ
え
る
よ
う
に

と
一
人
ず
つ
に
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
が
用
意

さ
れ
、
よ
り
親
切
な
「
訪
ね
る
会
」
に

な
っ
た
。
こ
の
解
説
が
楽
し
み
で
参
加
す

る
人
も
多
い
。

東
大
で
有
名
な
門
と
言
え
ば
赤
門
で
あ

る
が
、
こ
の
門
は
11
代
将
軍
の
家
斉
の
溶

姫
を
迎
え
る
際
に
建
て
ら
れ
た
と
あ
り

（
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
加
賀
藩
江
戸
屋
敷

跡
）
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
大
き
な
樹
木
に

囲
ま
れ
て
、
強
い
陽
ざ
し
の
中
だ
っ
た

が
、
木
陰
も
多
く
あ
り
散
策
に
は
最
適
で

あ
る
。
赤
門
を
直
進
し
た
と
こ
ろ
に
医
学

部
二
号
館
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
西
洋
医
学

の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
建
物
が
優
雅
な

と
こ
ろ
か
ら
西
洋
の
貴
婦
人
と
言
わ
れ
て

い
る
。

東
大
の
正
門
は
赤
門
か
ら
２
０
０
メ
ー

ト
ル
位
の
位
置
に
あ
る
。
知
名
度
の
点
で

赤
門
が
正
門
と
思
わ
れ
る
よ
う
だ
が
、
こ

の
門
こ
そ
が
東
大
の
正
門
と
の
解
説
が

あ
っ
た
。
正
門
か
ら
安
田
講
堂
ま
で
真
っ

す
ぐ
に
延
び
た
銀
杏
並
木
の
道
は
、
学
徒

出
陣
の
学
生
た
ち
が
行
進
し
た
み
ち
で
あ

る
。
安
倍
政
権
が
企
て
る
戦
争
法
案
の
廃

棄
と
九
条
を
守
る
ぞ
と
の
強
い
思
い
が
湧

く
。東

大
を
象
徴
す
る
安
田
講
堂
は
、
一
時

荒
れ
果
て
、
し
ば
ら
く
は
閉
鎖
さ
れ
て
い

た
が
、
修
繕
さ
れ
た
。
し
か
し
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
一
部
被
害
を
受
け
た
と
の

こ
と
。
安
田
講
堂
の
横
の
坂
道
を
下
る
と

三
四
郎
池
が
あ
る
。
都
心
の
中
と
い
う
の

に
不
思
議
な
く
ら
い
静
か
で
あ
る
。
こ
の

池
の
名
称
は
「
育
徳
遠
心
字
池
」
な
の
だ

そ
う
だ
が
、
夏
目
漱
石
の
小
説
「
三
四

郎
」
以
来
、
三
四
郎
池
の
名
で
親
し
ま
れ

て
い
る
。
緑
に
囲
ま
れ
た
池
か
ら
の
風
は

涼
し
く
心
地
良
か
っ
た
。

広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
所
は
沢
山
あ

る
が
、
見
学
の
最
終
は
、
弥
生
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
る
農
学
部
で
あ
る
。
こ
の
正
門
横

に
、
今
年
３
月
８
日
に
作
ら
れ
た
「
忠
犬

ハ
チ
公
と
上
野
栄
三
郎
博
士
」
の
銅
像
が

あ
る
。
渋
谷
駅
の
ハ
チ
公
像
と
と
も
に
、

「
博
士
と
ハ
チ
公
」
の
像
に
も
一
度
会
い

に
行
か
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

初
め
て
東
京
大
学
に
入
り
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
「
歴
史
を
訪
ね
る
会
」
で
あ
っ

た
。

▼
短
歌

西

瑞

江

豊

田

育

子

日

本

軍

の

ト
ー

チ

カ

は

今

モ

ン

ゴ

ル
に

遊

牧

民

の

倉

庫

と

化
せ

り

か

ら

か

ら

と
占

ひ

の

灯

籠

ま

は

し

み
る

ラ

マ

教

梵

字

の

い

ろ
鮮

け

き

回

収

せ

し

銃
器

で

作

る

「

母

」

像

は
モ

ザ

ン

ビ

ー

ク

の

平

和
の

願

い
西

葛

西

穂

坂

喜

久

子

デ

パ

ー

ト

の
階

段

半

分

滑

り

台

緊

急
避

難

弱

者

助

け

六

義

園

桜

の
名

所

亀

の

園

汚

水

・

ヤ
ブ

蚊

脳

炎

来

た

り

て

東
葛

西

新

真

『

ひ

ろ

し

ま
』

と

『

日

本

の

い

ち

ば
ん

長

い

日

』

を

Ｄ

Ｖ
Ｄ

で

観

る

私

闇

夜

が

長
い

里

芋

と

ジ

ャ
ガ

芋

・

サ

ツ

マ

芋

の

奥
に

お

米

は

あ

り

し

俵
の

下

ぞ<

回

想>

６
月
６
日
東
部
・
東
葛
グ
ル
ー

プ
の
医
師
・
看
護
師
・
介
護
師
・

職
員
・
友
の
会
会
員
な
ど
全
体

で
１
８
２
名
が
参
加
し
て
宣
伝
・

署
名
活
動
を
し
ま
し
た
。

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
参
道
に

ず
ら
っ
と
白
衣
で
並
び
、
署
名

を
お
願
い
し
て
い
る
姿
を
み
て
、

子
供
づ
れ
、
若
者
、
高
齢
者
な

ど
が
署
名
し
て
く
れ
４
８
３
筆

も
集
ま
り
ま
し
た
。
外
国
か
ら

来
た
観
光
客
が
め
ず
ら
し
そ
う

に
な
が
め
写
真
を
撮
っ
て
い
ま

し
た
。

宣
伝
カ
ー
の
上
で
は
若
い
職

員
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
現
場
の
実
情

や
思
い
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

安
心
安
全
の
医
療
を
心
が
け
て

い
る
が
人
手
不
足
で
ナ
ー
ス
コ
ー

ル
が
な
っ
て
も
す
ぐ
か
け
つ
け

ら
れ
な
い
、
い
つ
事
故
が
起
き

る
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
、
介
護

の
現
場
で
は
認
知
症
の
方
が
ふ

え
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
に
手
が
か

か
り
、
身
も
心
も
く
た
く
た
な

ど
大
変
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

芝
診
療
所
の
田
辺
看
護
師
は

治
療
費
や
費
用
が
高
く
て
入
院

を
あ
き
ら
め
た
患
者
さ
ん
が
い

た
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
入
院

で
き
る
制
度
に
し
て
ほ
し
い
、

看
護
師
も
今
の
ま
ま
で
は
結
婚
・

出
産
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が

難
し
い
、
生
き
が
い
を
も
っ
て

働
き
、
ゆ
と
り
あ
る
看
護
が
で

き
る
よ
う
な
職
場
に
し
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
（
猪
瀬
）

ゆ
と
り
あ
る
職
場
に

医
師
・
看
護
師
・
介
護
師
ふ
や
せ

雷
門
前
宣
伝
行
動

エッセイ

署
名
活
動
を
す
る
友
の
会
会
員

な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
「
戦
争
法
案
」

を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
安
倍
政
権
。

絶
対
に
こ
れ
を
阻
止
し
た
い
と
い
う
気

持
で
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

開
催
場
所
の
「
東
京
臨
海
広
域
防
災

公
園
」
ま
で
、
友
の
会
が
し
た
て
た
大

型
バ
ス
を
利
用
し
、
47
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
真
夏
の
よ
う
な
炎
天
下
、
で

も
、
開
会
時
に
は
び
っ
し
り
の
１
万
６

千
人
。

先
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
小
田
川

全
労
連
議
長
が
「
戦
争
法
案
廃
案
の
た

た
か
い
に
総
力
を
あ
げ
よ
う
、
国
民
的

大
運
動
で
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込

も
う
」
と
挨
拶
。

情
勢
報
告
で
は
、
共
産
党
の
志
位
委

員
長
が
戦
争
法
案
の
三
つ
の
大
問
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
と
具
体
例
を

あ
げ
て
報
告
。

続
い
て
、
各
分
野
で
戦
っ
て
い
る
11

名
の
方
々
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
共
同
の

輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
頼
も
し
く

思
い
ま
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
文
採
択
の
後
、
２
コ
ー
ス

で
パ
レ
ー
ド
。
私
た
ち
は
豊
洲
コ
ー
ス

で
３
キ
ロ
の
道
の
り
。
高
齢
の
参
加
者

も
含
め
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な

が
ら
歩
き
と
お
し
ま
し
た
。

（
太
田
）

「
な
く
せ
公
害
・
守
ろ
う
地
球
環

境
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
「
第

40

回
全
国
公
害
被
害
者
総
行
動
」

が
６
月
３
〜
４
日
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
公
害
被
害
者
や

家
族
が
参
加
し
、
省
庁
交
渉
や
デ

モ
行
進
、
決
起
集
会
な
ど
多
彩
な

行
動
で
す
べ
て
の
公
害
被
害
者
の

救
済
と
公
害
の
根
絶
を
訴
え
ま
し

た
。４

日
に
行
な
わ
れ
た
日
比
谷
公

会
堂
で
の
決
起
集
会
で
は
千
人
以

上
が
参
加
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

や
大
気
汚
染
、
水
俣
病
、
薬
害
訴

訟
な
ど
に
と
り
く
む
各
団
体
の
代

表
が
裁
判
現
状
報
告
と
支
援
を
訴

え
ま
し
た
。

こ
の
決
起
集
会
に
は
、
江
東
、

港
な
ど
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間
と

共
に
江
戸
川
健
康
友
の
会
か
ら
も

参
加
し
ま
し
た
。

（
黒
木
）

な
く
せ
公
害
、

守
ろ
う
地
球
環
境

公
害
被
害
者
の
救
済
を

ＳＴＯＰ安倍政権 ６・13大集会

「戦争法案」阻止の声大きく

絶対阻止したいとプレートをかかげて
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

認知症患者さんの家族や周囲の人の対応の

仕方について

認知症の人がいると私はまずご家族の負担を

軽くするにはどうしたらよいかを第一に考えて

しまいます。喝！それではヤブ医者デス、認知

症の人はわからないことの連続で不安になり焦

りや恐怖を感じているのデス、もの盗られ盲想

や徘徊や帰宅願望などの問題行動にも本人なり

の理由があるのデス、その人が築いている世界

を理解することが大切なのデス。

認知症の９大原則があります。１：認知症は

ごく最近の記憶から失われていく ２：認知症

の症状は身近な人に対して強く出る ３：自分

にとって不利なことは認めない傾向にある

４：症状が進行してもしっかりした部分は残っ

ている ５：出来事は忘れても感情は残る

６：１つのことにこだわりが強くなる ７：強

い反応をすると相手からも強い反応が返ってく

る ８：相手の立場に立てばたいていのことは

理解できる ９：認知症の人の老化のスピード

は速い。

これらのことをふまえ、否定せず受けとめ叱

らずにゆっくり一つ一つ話すようにします。お

いヤブ医者、言うだけだったら誰にもできるだ

ろ！ 確かにこれらのことを理解はしていても

「どうしてこんなことができないんだ」とご家族

が苛立ちを覚えるのは当然です。

そこでご家族は抱えこみすぎることなく可能

な限り介護保険を利用してケアを地域にゆだね

るようにしましょう。そし

てどうしても自宅で対応で

きなくなったときは特別養

護老人ホームなどの施設入

所も一つの方法となりま

す。

編
集
後
記

最
近
、
家
の
周
り
で
鶯
の
鳴
き
声
が
聞

こ
え
ま
す
。
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
！
ま
る
で

空
気
の
澄
ん
だ
山
の
中
に
い
る
よ
う
な

爽
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
▼
沖
縄

旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。
海
が
き
れ
い
、

サ
ン
ゴ
礁
の
欠
片
で
で
き
た
浜
辺
を
初

め
て
見
ま
し
た
。
幹
に
根
が
生
え
て
い

る
不
思
議
な
木
、
豊
か
な
緑
、
離
島
に

か
か
る
長
い
橋
、
初
め
て
見
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
風
景
に
感
激
し
ま
し
た
。
沖

縄
の
海
は
美
ら
海
水
族
館
で
見
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
自
然
を
守
り
た
い
と
思

う
気
持
ち
も
強
く
な
り
ま
し
た
▼
沖
縄

本
島
の

18
・
４
％
を
米
軍
専
用
施
設

が
占
め
て
い
ま
す
。
何
気
な
く
あ
る
フ
ェ

ン
ス
、
そ
の
向
こ
う
が
基
地
、
戦
争
を

体
験
し
た
沖
縄
の
人
び
と
が
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
戦
地
に
向
か
う
米
軍
機
を

見
る
の
か
▼
暑
い
中
、
戦
跡
の
説
明
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
ガ
イ
ド
の
方
々
、
そ

の
話
の
中
で
戦
場
だ
っ
た
沖
縄
と
人
々

の
気
持
ち
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
に
ふ
ぇ
ー
で
ー
び
た
ん

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）（
森
岡
）

役立つ健康メモ 31

Dr倫朗の 認知症シリーズ②

新小岩診療所所長 田村倫朗

無
差
別
平
等
の
医
療
と
福
祉

の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
る
全
日

本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
（
民

医
連
）
の
「
共
同
組
織
」
と
し

て
、
江
戸
川
健
康
友
の
会
第
６

回
定
期
総
会
は
、
要
旨
次
の
よ

う
な
２
０
１
５
年
度
の
活
動
方

針
を
決
め
ま
し
た
。

①
国
庫
負
担
を
増
や
し
て
、
高

す
ぎ
る
国
保
料
・
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
、
75
才
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
を
無
料

に
、
年
金
の
切
り
下
げ
反
対

な
ど
の
要
求
を
か
か
げ
て
「
自

立
・
自
助
」
な
ど
の
助
け
合

い
を
押
し
つ
け
る
社
会
保
障

の
変
質
と
解
体
、
徹
底
し
た

公
費
の
削
減
に
反
対
す
る
活

動
に
と
り
く
み
、
誰
も
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
医
療
・

介
護
な
ど
、
社
会
保
障
の
充

実
を
求
め
る
活
動
に
と
り
く

み
ま
す
。

②
健
康
的
な
毎
日
を
送
る
に

は
、
自
分
の
身
体
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
切
。
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
、
無
料
で
受
診
で
き
る
国

保
・
長
寿
健
診
な
ど
自
治
体

健

診
運
動
に
と

り
く
み
ま

す
。
「
新
小
岩
・
一
之
江
・

葛
西
み
な
み
」
な
ど
、
民
医

連
加
盟
の
医
療
機
関
と
連
携

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

な
ど
の
婦
人
科
健
診
に
も
と

り
く
み
、
健
康
づ
く
り
活
動

を
す
す
め
ま
す
。

③
江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く
す

会
、
公
害
患
者
会
と
共
に
き

れ
い
な
空
気
と
み
ど
り
を
ふ

や
し
、
公
害
を
な
く
す
活
動

に
と
り
く
み
ま
す
。
車
社
会

か
ら
の
転
換
を
め
ざ
し
、
自

動
車
排
ガ
ス
の
規
制
、
沿
道

緑
化
、
自
転
車
レ
ー
ン
の
充

実
な
ど
交
通
安
全
整
備
を
求

め
る
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

④
独
居
な
ど
ひ
と
り
暮
ら
し
や

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
助
け
合
い
・
支

え
合
い
の
活
動
に
と
り
く
み

ま
す
。
介
護
保
険
で
は
で
き

な
い
家
事
、
清
掃
、
外
出
な

ど
、
く
ら
し
応
援
の
活
動
に

も
と
り
く
み
ま
す
。

⑤
区
内
人
口
約
68
万
人
、
65
才

以
上
の
高
齢
化
率
約

21
％
で

す
。
高
齢
者
が
地
域
で
気
軽

に
交
流
し
集
う
身
近
な
〝
居

場
所
〞
づ
く
り
と
し
て
、
食

事

会
を
継
続
し
て

開
き
ま

す
。

⑥
憲
法
９
条
を
守
る
こ
と
は
、

い
の
ち
を
守
る
と
い
う
立
場

で
、
社
会
保
障
と
い
の
ち
を

奪
う
「
戦
争
法
案
」
に
反
対

し
、
人
権
と
平
和
を
守
る
た

め
に
活
動
し
ま
す
。

⑦
江
戸
川
健
康
友
の
会
を
大
き

く
す
る
た
め
に
、
会
員
を
増

や
し
て
支
部
や
班
づ
く
り
に

と
り
く
み
ま
す
。
空
白
地
域

や

点
在
会
員
を
班

に
ま
と

め
、
楽
し
み
と
生
き
が
い
を

つ
く
れ
る
多
様
な
サ
ー
ク
ル

活
動
を
発
展
さ
せ
る
活
動
を

す
す
め
ま
す
。

役職名 氏 名 地 域

会 長 八 巻 登 北 篠 崎

副 会 長
石 井 う た
猪 瀬 悠 紀 子
渡 辺 利 子

西 葛 西
中 央
東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼
丸 山 愛 三
戸 賀 瀬 等
日 影 館 一
高 取 伸 吉

西 山 千 尋
藤 巻 良

西 葛 西
松 島
職 員
職 員
職 員

職 員
職 員

幹 事

青 柳 恵 美 子
有 馬 三 郎

石 井 勝 治
今 関 カ ネ 子
飯 島 新 二
伊 藤 信 子
遠 藤 哲

久 高 美 枝 子
太 田 美 音
小 林 功
櫻 井 和 代
佐 藤 ケ イ 子
嶋 村 伸 子

鈴 木 正 美
武 居 一 夫
千 葉 邦 彦
寺 澤 カ ツ
遠 田 雄 一

中 楯 光 子
永 岡 嘉 陽 子
福 本 悦 子
則 近 恵 津 子
穂 坂 喜 久 子
森 岡 糸 子

森 野 操
吉 川 文 男
和 田 多 美 子
渡 部 周 次 郎

松 島
北 葛 西

西一之江
清 新 町
西 葛 西
東 葛 西
南 葛 西

南 葛 西
清 新 町
江 戸 川
江 戸 川
東 葛 西
東 葛 西

西 葛 西
中 葛 西
南 葛 西
南 葛 西
中 葛 西

北 葛 西
松 島
中 葛 西
松 島
西 葛 西
臨 海 町

西 瑞 江
江 東区 北 砂

南 葛 西
一 之 江

会 計 監 査
表 優 子
中 村 栄 子

職 員
鹿 骨

江戸川健康友の会 ２０１5年度役員
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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長 畔上卓昭 松田祐子 松村所長

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

松田祐子

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
手塚大介
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診
田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 宮崎

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い

保
健

医
療

福
祉

ビ
ル

２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
面→

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反

対

し

、
誰

も

が

安

心
の

医

療
・
介
護
を
、
困
難
を
か
か

え
た
人
び
と
に
寄
り
添
う
友

の
会
活
動
を
す
す
め
よ
う
、

班
づ
く
り
を
す
す
め
、
１
５

０
０
名
の
友
の
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
…
の
三
つ
の
活
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
、

６
月

21
日
江
戸
川
健
康
友
の

会
の
第
６
回
定
期
総
会
が
ひ

ら
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
行
な
わ

れ
た
記
念
講
演
は
、
明
海
大

学
准
教
授
の
宮
崎
礼
二
氏
が

「
安
倍
政
権
の
社
会
保
障
の
削

減
と
軍
事
大

国
化
」
と
題

し
て
お
話
し

さ

れ

ま

し

た
。安

倍
政
権

が
、
す
す
め

る
軍
事
大
国

化

は

、

当

然
、
軍
事
費

の
増
大
と
社

会
保
障
費
の

切
り
下
げ
を

伴
い
ま
す
。

５
月
に
強

行
採
決
し
た

医
療
制
度
改

革
関
連
法
を
医
療
・
介
護
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
給
付
制
度

と
国
民
へ
の
負
担
増
を
求
め

て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
総
会
に
は
「
年

金
だ
け
で
は
食
べ
て
い
け
な

い
」
「
入
院
ベ
ッ
ド
の
削
減
と

日
数
の
短
縮
で
病
院
か
ら
追

い
出
さ
れ
る
」「
特
養
に
入
れ

な
い
」
「
憲
法
の
解
釈
を
変
え

て
戦
争
す
る
国
づ
く
り
は
許

せ
な
い
」
な
ど
の
思
い
を
反

映
し
て
１
０
０
人
近
い
会
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

総

会

で

は
ス

ラ

イ

ド

を

使
っ
て
の
活
動
報
告
と
２
０

１
５
年
度
の
活
動
方
針
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
の
重
点
活

動
と
し
て
①
憲
法
９
条
を
守

り
、
安
保
法
制
阻
止
、
戦
争

す
る
国
づ
く
り
に
反
対
す
る

②
医
療
・
介
護
制
度
な
ど
社

会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
活

動
を
広
げ
る
③
困
難
を
か
か

え
た
人
び
と
へ
の
助
け
合
い

活
動
に
と
り
く
む
④
健
診
や

健
康
づ
く
り
の
活
動
を
広
げ

る
⑤
班
づ
く
り
を
す
す
め
、

１
５
０
０
名
の
友
の
会
に
す

る
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
会
計
報
告
と
予
算

案
、
八
巻
会
長
は
じ
め
、
40

名
の
役
員
提
案
が
行
わ
れ
、

総
会
議
案
は
大
き
な
拍
手
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
来
賓
と
し
て
医

療
法
人
南
葛
勤
医
協
、
江
戸

川

社

保

協
、

江

戸

川

区
労

連
、
江
戸
川
原
水
協
、
国
民

救
援
会
、
江
戸
川
年
金
者
組

合
、
江
戸
川
生
活
と
健
康
を

守
る
会
、
日
本
共
産
党
江
戸

川
議
員
団
な
ど
、
各
団
体
か

ら
代
表
が
出
席
さ
れ
、
祝
辞

と
激
励
の
言
葉
を
の
べ
ら
れ

ま
し
た
。
親
江
会
（
江
戸
川

被
爆
者
の
会
）
か
ら
は
メ
ッ

セ

ー

ジ

を
い

た

だ

き

ま
し

た
。
議
事
終
了
後
は
、
出
席

者

に

よ

る
懇

親

会

が

開
か

れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

この国を戦争する国にさせない
誰もが安心の医療・介護制度を

健
康
友
の
会
・第
６
回
総
会
ひ
ら
く

宮崎礼二准教授の話を熱心に聞く大勢の参加者（葛西みなみ診療所５Ｆ）

「
友
の
会
だ
よ
り
」
８
月
号
は
お
休
み
し
ま
す


